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「もみ殻を炭にして、固形燃料として利⽤する」はエネルギー的に優れているか？ 
 

 
籾殻（Wikipedia） 
籾殻は古来、燃料や燻炭（くんたん）として有
効利⽤されてきた。燻炭は⼟壌改良剤として役
⽴つ。燻炭を作るのは⼿間のかかる作業である
ため、単に焼却処分されることも実際には多い。籾殻をそのまま⽥んぼに鋤込んで肥料とし
て⽤いることがあるが、⾃然腐蝕しにくいので注意が要る。 
近年は籾殻ボイラーや、籾殻を加熱圧縮した固形燃料の「モミガライト」、バイオコークス
など、燃料としての⾼度活⽤が図られている。 
 
バイオコークス（Wikipedia） 
バイオコークスとは、光合成に起因する全ての植物から形成できる固形燃料の総称である。
従来のバイオマス燃料では困難であった、圧縮強度が⾼く、⾼温環境下での⻑時間燃焼が可
能、また、製造時に廃棄物を出さない特性等を有しており、⽯炭から作られるコークスの代
替燃料として使⽤可能な「ゼロエミッション燃料」である。 
 
※ 温室効果ガス排出抑制の要請から、⽯炭⽕⼒発電所でも⽯炭に数％（２~３％）のバイ

オコークスが混合して⽤いられるケースが多くなった。 



籾殻には２つの特徴がある  
その⼀つはエネルギー源であること、もう⼀つはシリカ（ケイ素）が含まれていること 

 
まず、ケイ素の⽅から記事を拾い出します。もみ殻に含まれている酸化ケイ素（SiO2）の純
度は⾼く、もみ殻を完全燃焼させた後に残る SiO2 を電⼦産業⽤に利⽤しようとの動きもあ
りました。 
 
稲は圃場からケイ素を吸い上げていますので、圃場へケイ素をリサイクルする⽅法として、
もみ殻炭が⽤いられます。 
 
籾殻 くん炭作り  この Web には、圃場での燻炭作りの実際が写真で⽰されています 
https://e-minori.net/wisdom/fertilizer-making/smoked-rice-hull-making/ 
籾殻 の主な 成分 は 珪酸 です。それを 炭 にしたものが くん炭 です。昔は、 稲刈り を
した後の ⽥んぼ でよく⾏われて作られていたものです。今では、殆ど⾒かけなくなりまし
た。しかし、 くん炭 を作って使うには理由があります。 ⽣のまま⼟に⼊れると、周りの 
ガラス質 が邪魔をして腐⾷し難くいです。それに⽐べ、 炭 にすると 珪酸肥料 になりま
す。 酸性 に傾きやすい ⼟壌 を 弱酸性 の 
作物栽培 に適した ｐH に戻してくれます。
もうひとつ注⽬すべき 特徴 は ⼟の中 にい
る 微⽣物 の 住処 になることです。炭 にな
ることにより、多くの⼩さな⽳が出来、そこを
寝床に 微⽣物 の住みやすい 環境 が作れる
と⾔うところです。 
いったん くん炭 作りを始めたら、とにかく、
気⻑に待つことです。このくらいの量を くん
炭 にするのに１⽇がかりです。 
※ 特殊な機械がなくても籾殻燻炭づくりは可能です。 
 
もみ殻燻炭製造機（YouTube） ドラム⽸式 安価 
https://www.youtube.com/watch?v=cWfiOABl1z0 
 
 
 
 
 
 



籾殻燻炭製造機 
http://www.kurobe-
murai.com/hatsumei/%E7%B1%BE%E6%AE%BB%E7%87%BB%E7%82%AD%E8%A3
%BD%E9%80%A0%E6%A9%9F/ 
 
もみ殻を通常燃焼させた場合は
焼却灰となり、再利⽤できません
が、この機械で燃焼させると、も
み殻が再利⽤可能な燻炭となり、
資源循環型社会に適合できるリ
サイクル製品になります。 
燻炭となったもみ殻は、⼟壌改良
効果、⽔質浄化、脱臭効果、家畜
飼養に効果といった様々な有効
利⽤が期待されます。また、農業
⽤ハウス内に設置し、連続燃焼に
よるハウスの暖房、湯沸かしなど
も可能です。原油価格⾼騰への対策として、暖房経費の節減、また、化⽯燃料不使⽤による、
環境保護にもつながります。 
 
※ ケイ素を圃場へリサイクルするという、機械化農業の前に⾏われていた、⾼邁なリサイ

クル思想はどこかに消え失せたようです。 
 
 
籾殻をエネルギー源とそして利⽤する 
 
籾殻そのものの発熱量は 15.9MJ/Kg（3.8kcal/g）です。⼀⽅。炭（炭素）燃焼時の発熱量は
無煙炭で 27.0MJ/kg です。 
 
バイオマス変換技術の特性   に次の農研機構の資料がありました。 
http://www.naro.affrc.go.jp/org/nkk/soshiki/soshiki07-
shigen/01shigen/pdf/sekkeitohyouka/2-2.pdf 
 
この資料より、エネルギー収⽀を計算します。図中、TS（TotalSolid）は⽔以外の成分の合
計量を⽰しています。 



⼀⽇あたり、MJ で計算 
 
Input 

15.9×1000-70=15830 
 
Output 
無煙炭の発熱量として 

27.0×295=7965 
 
籾殻の炭化により最初に含ま
れていたエネルギーの 50.3%
が残存しているとの計算とな
ります。ただし、無煙炭の炭
素含有量は 90%以上ですの
で、このエネルギー残存量は
もう少し低い値です。 
 
 
補⾜ 
 
新聞記事に関連したトロムソのモミガライトのページ。 
https://tromso.co.jp/momigalite.html 
短時間で安定した固形燃料が作れるところにメリットがあるものと考えられます。 
 
シリカを圃場にリサイクルする？ 
 
最近はこのリサイクルの輪が途切れていますので、問題が起こってきているようです。すで
に約 20 年前の⽂献にそのことが記されています。 
 
ケイ酸の効果 
https://www.zennoh.or.jp/activity/hiryo_sehi/pdf/qa_keisankouka.pdf 
⽔⽥⼟壌のけい酸が⾜りなくなっているそうですが，その実態は？ 
近年，⽔⽥の⼟づくり意欲が低下し，⼟壌の有効けい酸量が全国的 
に減ってきています。けい酸が不⾜している地域（けい酸含有量 10%以下）は 54.8%，や
や不⾜している地域（10〜13%）は 37.0%，そして適正な地域（13%以上）はわずか 8.2%
と，けい酸不⾜の⽔⽥が多くなっているのが現状です。 


